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ューレを掃入し，上行大動脈に固定した。腹部大動脈をクレンメで止血した後， 4 % Formol- 又
は， Glutar-, aldehyde (PH 7.4, 4 0C) を20 分間脳内潅流したo 開頭後全脳を取り出し， manual 
microchopper にて 100""""300μ の前頭断連続切片とし， Palade のオスミクム固定液 (4% sucrose, 
0.02 % CaC1 2 を含む)にて ， 40 C， 2 時間固定した。アセトン脱水後，エポン樹脂に浸潰した。次いで
前頭断切片から実体顕微鏡で、観察しつつ，尾状核，被殻，淡蒼球，脳室壁(尾状核に面した)等を切
出し，約 2mm3 の資料でカプセノレ内に包埋したD 樹脂重合は Luft 氏原法に従った口ワノレトラミク
ロトームにて，まず 1μ 切片を採り，光顕にて目的部位の存在を確認しながら，続いて約 500AO の
超薄切片を採取した。水酸化鉛叉は錯酸ヲランにて電子染色を施した後， JEM 6C にて 2， 000 倍~
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50 ， 000 倍の電顕写真を撮った。
〔成績〕




りも，主に太い樹状突起内に局しているもの(しばしば 1 ，_， 2 個の異なった随伴細胞を伴う事が多い〉
と，核周囲に大部分の細胞質が存在するものとが区別される。前者は粗面小胞体やゴノレジー装置が少な
く， neurotuble が顕著に見られる。後者は，逆に組面小胞体，ゴノレジー装置が大変多く， neurotuble 
は余り見られない。淡蒼球 (paleostriatum) で、は， 20，_，30μの紡錐又は三角形の大きい神経細胞のみ
より成る D 細胞質は豊富であり，その内部に替入の多い不正形の核が存在する。細胞質内の粗面小胞体
は少なく，散在しているが滑面小胞は多く，又特徴あるゴノレジー装置が見られる。これ等細胞内小胞体




る。細胞相互間は， 二種の desmosome により強固に結合されている。細胞質内の特徴としては，




と globus pollidus では明白な差がある。前者では axo-dendritic synapse (spine synapse を含む〉
(大部分 1μ 以下)が非常に多く， axo-somatic synapse は少ない。後者では，大きい細胞体から細い
神経突起幹まで，無数の axo-somatic 及び axo-dendri tic ( trunk) synapse が接触している。両者と
も，ジナプス小胞とミトゴンド P アは多量に見られる D ジナプス小胞は，大部分経約 450 AO の揃った
小胞であるが，これより数は少ないが 600，_，SOOA 0 の不揃いなもの，叉若干の含粒小胞が見られ，ここ
に三種類のものが区別される。含粒小胞の出現頻度は globus pallidus における方が neostriatum
におけるより高い。ジナプス小胞の高倍率撮影により，その膜表面に経約 100 A。の濃染する微小粒

















長ある大型車田胞一種よりなる D 細胞聞を見ると，新線条体のジナプスは axo-somatic type はほとん
ど見られず，大部分は axo-dendritic type(spine synapse を含む)で，しかも， 1 ケの軸索末端に， 2 
ケあるいは，それ以上の樹状突起末端が接したものが多い。これに反して，淡蒼球では， axo-somatic 
type 又は， axo-dendritic trunk type が多く，従って， 1 ケの樹状突起に多数の軸索末端が接して
いる o 更に新線条体のUナプス小胞は，一般に，その大きさが揃っており(約 450A0) ，かつ，濃染し
たものであることが多い。淡蒼球では，i.i' ナプス小胞は，不揃いで (500""""800A 0) ，濃染せず，散在
している。濃染するジナプス小胞は，淡蒼球，その他の脳内の部位で見られる軸索末端においては認
めにくいものであり，尾状核，被殻にのみ，特異的に見られるものである。
以上の成績は，従来明らかでなかった，線条体の各部位の微細構造の正常像について，初めて明ら
かにしたものであり，脳の形態学に重要な知見を加えるのみでなく，生理学，生化学の分野にも益す
る所大であると思われる。
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